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①リビング               ④工事途中(解体後) 

②廊下                 ⑤工事途中(耐震補強) 

③和室                 ⑥工事途中(大工工事～仕上げ工事前) 

                                            

                                              

①リビング

壁・天井にはシラスからできた「薩摩中霧島」

「和紙」を用いることにより雨の日でも心地よい

空間となっている。

②障子

サッシに合わせて障子のデザインを決める事で

統一感・断熱性・優しい陽が差し込む。

③建具引手

左から黒柿・黒檀・ブラックチェリー

見て・触れて楽しむことができる。

④マホガニーバーカウンター 

マホガニーの一枚板を使いバーカウンターを造作。

経年変化を楽しめる銅シンクを採用。

家での一杯が待ち遠しくなる空間。

⑤天井高さ

リビングの天井高を上げることにより、単調にならず 

開放的な空間となった。また、キッチン・バーカウンター 

の天井には杉板を張ることで特別な雰囲気となった。 

⑥玄関

カリンの一枚板をあえて耳付きで使い、荒々しい 

雰囲気となった。引手にはブラックチェリーを

アーチ状に加工し使用。

既存平面図 計画平面図 

●リノベーションに至った経緯 

廊下から各部屋にアクセスする 

ように仕切られていて 

人の気配が感じにくい間取りにな

っていた。 

一度、水廻りや床等は少し手を入

れられていたが、家具の配置もし

づらく動線も悪い為、今回工事を

する事となった。 

●基本構想 

住まい手は自然素材を好むことから弊社を選んで頂いた。 

得意の自然素材を使うことで環境はもちろん暮らす人にも優しく、明るく、落ち着いた 

心休まる空間づくりをリノベーションで目指した。 

●創建としての考え 

使う素材をフリーメンテナンスという言葉にとらわれず、メンテナンスが“しやすい”ものを 

普段から使うようにしている。そういった素材は経年変化を楽しむこともできる。 

また、職人による「手仕事」を基本とし、職人の仕事を絶やさない為にもリノベーションでも 

活躍できる場を用意したいと考える。 


